
  
三校のコミュニティ・スクール事業を共有 

◆今年も「高森の子どもは高森町全体で育てる」を掲げ、高森町三校それぞれのコミュニティ・スクー

ル事業がスタートしています。高森北小は「山吹ほたるの里コミニティ・スクール」、高森南小は「柿

の里コミュにて。スクール」、高森中学は「小原が丘コミュニティ・スクール」です。それぞれ、学校、

地域、保護者が連携・協働して活動することで子どもの学び、成長を支えていきます。よろしくお願

いしたします。 

高森北小学校 山吹ほたるの里コミュニティ・スクール  
◆地域に学ぶ活動の主な内容です。 

種   類 内   容 備   考 
１ 山吹への郷土愛 
  ・地域で大切にしているもの 
  ・大切な物への思い 
  ・地域をつくる自分 

ほたる祭りへの参加 
ホタル太鼓・歌発表 
太鼓指導 
町役場の仕事 

全校 
５月～６月 
みらい懇談会（６年生） 

２ 山吹区・自然への愛着 
  ・山吹の動植物を知る 
  ・豊かな自然とのかかわり 
 

ホタル飼育～天伯峡への放流 
ホタル学習（観察） 
（藤山先生・ホタル管理委員会） 

４年生 
６月～３月 
観察会は全学年 

３ 福祉交流 
  ・様々な年齢の方との交流 
  ・障がいへの理解 
  ・思いやり 

ふれあい広場 宅老所訪問 
（77歳以上の方との交流） 
山吹保育園との交流 
 

３年生ほか 
 
１，２，３年生 
 

４ 地域行事への参加 
  ・地域行事に参画し地域を知る 
  ・行事に参加し、芸能を継承する 

各地区に伝わる伝統行事に参加 
泰山神社、白髭神社の春祭り 
子安太鼓 新田虎舞 竜神の舞 

地域児童 

５ 平和を学ぶ 
  ・平和の意味 
  ・平和への願い 

平和バスへの参加・報告会 
社会科（歴史）学習 
（ゲストティーチャー熊谷弘さん） 

希望者 
６年生 

◆地域の力・組織・人材を活用した指導計画 
１年（生活科） ２年（生活科） ３年（総合・社会） ４年（総合） ５年（総合） ６年（総合） その他 

・山吹公園で 
の遊び（年間） 
・山吹保育園 
との交流 
（11月、2月） 
・昔の遊び 
（12月） 

・大豆を育て 
よう 
・公園での遊び 
・山吹保育園 
との交流 

・酪農見学 
（11月） 
・豆腐づくり 
（12月） 

・山吹保育園 
との交流 
・宅老所との 
交流（年間総合） 
・農家、スーパーマー
ケット、工場見学 
（社会） 
・昔の道具 
（1月社会） 
・お年寄り交流 

・ほたる学習 
・学習会、 
観察会（6月） 
・天伯峡での 
観察会（8月） 
・ほたる飼育 
（10～3月） 
・ほたる放流 
（3月） 
・惣兵衛堤防 
（2月） 

・米作り 
 (年間) 
 

・みらい懇談会 
(年間) 

山吹の歴史にかか
わって 

・読み聞かせ 
（年間） 

 
№９ 令和７年８月８日 

高森町 CS 地域学校協働本部 

高森町公民館 

高森の子どもは、高森町全体で伸ばす・育む 組合回覧 



◆クラブ活動は地域講師の方が担当する 6/24, 7/8, 9/9, 10/21, 10/28 

 茶道・野外探検・将棋・おもしろ科学実験・ニュースポーツ・歴史・人形劇・写真 

◆授業支援：（算数） 

◆学校公開：音楽会・ふれあい参観日・運動会・学校保健委員会 

◆6年生の「みらい懇談会」にかかわる総合的な学習の時間の活動は、山吹の歴史にかかわって追

求していく計画で、地域の方と学びを深めていこうと動き出しました。 

高森南小学校 柿の里コミュニティ・スクール  
◆地域の施設・人材を活かした活動内容です。 

◆年間計画です。 

 活動テーマ 総合的な学習との関連 地域の施設・人材 題材・活動内容（例） 

１年生 地域の人とかかわる 老人クラブ、保育園等 交流活動（６年生・来入児） 

２年生 地域の人と活動する 農協（JA）、農家 大豆づくり・豆腐づくり 

３年生 地域を知る… 

自分たちの住む地域の特徴につい

て具体的な事実を捉え、自分のくら

しとのつながりや関わりに気づく 

地域の文化財、各区の特徴的

な建物、企業・商店、農家、農

協、時の駅等 

 

習字指導・書き初め指導・昔

の道具 

高森町の動物 

 

４年生 地域の産業を学ぶ… 

地域社会の課題について具体的な

事実を捉え、自分のくらしとのつな

がりや関わりに気づく 

柿づくり農家、JA、市田柿工

房、企業等 

地域の植物について学ぶ 

町役場産業課 

柿採り、干し柿づくり 

柿のおやつ作り 

書初め指導 

高森町の生物 

５年生 地域の人と共に学ぶ… 

 地域社会の課題について理解を深

め、より良い地域社会との関わり方

に気づく 

保育園、老人施設、JA、サーク

ル、中学校等 

米つくり、交流活動（保育園） 

家庭科支援 命の学習 

６年生 地域の人と共に学ぶ… 

 様々な人々の生き方を知り、自分

の将来や生き方について考え、より

良い生き方に気づく 

歴史的遺産、伝統文化、サーク

ル、福祉施設等 

歴史学習 平和学習 

雅楽体験 

全体  時の駅、町役場 

高森町まるごと収穫祭 

（ふるさと祭） 

学習教材、調べ学習 

読み聞かせ 

 

 月    ボランティアとの活動を予定している学習 

５月  

６月  柿の摘果（４学年：総合） 

７～９月   

１０月 
 ミシン学習支援「エプロン」（６学年：家庭科） 習字指導（３学年：国語） 

 柿採り・干し柿づくり（４学年：総合・学級活動） 

１１月 命の学習（５，６学年：学級指導） 

１２月  書初め指導（４学年：国語） 

 １月  豆腐作り（２学年：生活科）   柿のおやつ作り（４学年：総合） 

 ２月  ミシン学習「ナップザック」（５学年：家庭科） 柿の木の剪定（４学年） 

 ３月  

年 間  読み聞かせ（全学年：朝行事） 



◆クラブ活動でも地域講師を検討 

◆資料館「時の駅」の活用、地域の史跡等の活用でも地域の方とのかかわりの中で学習する 

◆その他にも支援ボランティアとの活動には応じていく 

6 年生の「みらい懇談会」にかかわる総合的な学習の時間の計画では、 

6年 1組「学校桜プロジェクト～学校桜をいろいろな人に知ってもらおう」 

6年 2組「裏山改造計画」 

6年 3組「中庭リフォームプロジェクト」 

が進行しています。 

高森中学校 小原が丘コミュニティ・スクール  
◆コミュニティ・スクール各実行委員会の活動計画です。 

  担当運営委員 担当事務局 担当学校職員 活動例 

キャリア教育支

援 

商工会会長 

教育委員 

キャリア教育係 

教頭 

1.2.3 年総合的

な学習の時間

係 

◆職場体験学習の受入先の確保

に関する取り組み 

◆しごと未来フェアの開催に関

する取り組み 

行事支援ボランテ

ィア 

JA支所長 

教育委員 

教委事務局 

社会教育係 

1.2.3 年総合的

な学習の時間

係 

教務主任 

◆1学年の地域探究の取り組みに

ついて（探究キャンプ） 

◆２学年しごと未来フェアの活

動について 

◆２学年のみらい懇談会および

その後の３学年の活動に関わる

高森町との活動について 

部活動支援 部活動指導者

代表 

教委事務局 

スポーツ係 

部活動係 ◆部活動外部指導者との調整 

 

放課後・休日学習 PTA副会長 教委事務局 

こども未来係 

教頭 ◆小原ケ丘塾の運営 

読み聞かせ 公民館長 教務主任 司書 ◆読書旬間等に合わせて読み聞

かせの計画運営 

学習支援（教科） PTA副会長 教頭 ３年総合的な

学習の時間係 

各学年主任 

特別支援CO 

◆3年総合の講師依頼など 

◆学習支援ボランティアの活用

と日程調整 

学校評価 会長・教育長・区長・校長・PTA正副会長 ◆前年度学校評価の結果分析 

◆学校評価内容の検討 

◆重点についての見直し等 

◆高森の時間（総合的な学習）「みらい懇談会」にかかわる探究活動については 

 ３年１組 「高森町の空き家問題にかかわって」 

 ３年２組 「カヌーで高森町を盛り上げる」 

 ３年３組 「高森町の公共バスを考える」 

 ３年４組は「高森町の放置竹林問題」に取り組んでいます。 



 

３１事業所の皆さんの協力を

得て「自分探しのスタート」 
◆5月 23日（金）に第 7回しごと☆未来フェアが

町民体育館で開かれました。町内外 31 の事業所

の皆さんのご協力をいただき、中学 2年生が、各

事業所のブースを午前、午後の 2時間をかけ自分

で選択した事業所を巡っていました。事業所の皆

さんの工夫された、そして具体物を使った説明に

真剣にかかわる生徒たちでした。自分の未来が見

えたか。職場体験にもつなげることができた 2年

生です。 

地域ボランティアの皆さんと夏休みの宿題を 
◆「夏休みの宿題で困らないように」と始まった 

夏休み宿題サポート事業、今年も 7 月 24 日、25 日、

そして 28 日の３日間行いました。山吹区事務所、中央

公民館、上市田陣屋会館、下市田区民会館、吉田地区

館の５会場で行いました。延べ ２９７人の子どもた

ちが、学びに来てくれました。ボランティアで対応し

ていただいた地域の皆さんは２５人です。中学生ボラ

ンティア２人も手伝ってくれました。ありがとうござ

いました 

 自分のペースで宿題帳を広げ取り組み、わからない

ところをしっかりと聞きながら、真剣に取り組む姿が

ありました。３日間で夏休帳を終えてしまった子も。 

中学生地域応援ボランティアの活躍 

◆今年度も中学生の地域応援ボランティアが活躍

しています。1学期には 21 の事業の募集があり

ました。中には応募がなかった事業もありました

が、延べ 50人ほどが応募しています。 

 萩の里夏祭りでは、柿まるくんの着ぐるみに入

って会場を盛り上げてくれました。子どもカフェ

「おひさま」では食事作りのお手伝い、ボランテ

ィアセンターでお年寄りと一緒に広島平和バスへ

届ける折り鶴をつなげてくれるなど主体的にかか

わる中学生でした。昨年よりも募集事業も増えて

おり、地域活動には欠かせない中学生の力です。 

地域連携・協働活動の様子をいくつか 


